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本体上部に搭載している高輝度LEDを使用して、非常時の一時的なライトとし
て、または非常用点滅ライトとして使用することができます。
非常灯LED は本体電源のON/OFF にかかわりなく操作が行えます。

１．非常用点滅ライト
ランプキーを２秒間押し続けると、本体上部のLEDが点滅を開始します。

２．非常用LEDライト
LEDが点滅状態（非常用点滅ライトがON）の時にランプキーを押すと。LEDが
点灯に変わります。

３．消灯
LEDが点灯状態の時にさらにランプキーを押すと、LEDが消灯します。

非常用の大音量アラームで周りに非常事態であることを知らせることができ
ます。
大音量アラームは本体電源のON/OFF にかかわりなく操作が行えます。

１．非常用アラーム開始
ランプキーを３秒以上押し続けるとスピーカーから大音量のアラーム音が鳴り
出すと同時に、LEDが点滅を開始します。

その他の便利な機能

非常灯として使う

非常用アラームとして使う
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２．非常用アラームを止める
アラームが鳴っている時に、ランプキーを押すとアラーム音が鳴り止み、LED
が点灯します。

３．消灯
LEDが点灯状態の時にさらにランプキーを押すと、LEDが消灯します。

非常用アラームを使用しない場合、機能を無効にすることができます。
MODEキーを押して"AL"を表示させ、UP/DOWNキーでOFFを選択してロック
キーを押すと機能を無効にすることができます。

自動的に電源を切る

設定した時間になると自動的に電源が切れます。

電源の切り忘れを防止し電池の消耗を抑える機能です。
１．MODEキーを押してAPを点灯させます。
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２．UP/DOWNキーで時間を設定します。

３．ロックキーを押すと確定されます。

（注）
APOがOF以外に設定された場合、設定された時間（１～５時間）が経過すると
電源が切れて監視モードへ自動的に移行します。

キーロック

誤操作によって設定が変更されたりしないように設定します。

１．キーロックをする場合、ロックキーを２秒以上押し続けます。

２．キーロックが有効になるとキーロック表示が点灯し、電源キー、ロックキー
以外の操作が無効になります。キーロックは電源を切っても次に電源を入れ
た時にキーロック状態を保持します。
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3．キーロック状態で再度ロックキーを２秒以上押し続けると、キーロック表示
は消えてキーロックが解除されます。

操作音を消す

１．MODEキーを押して"bP"を表示します。
２．"bP.oF"を選択してロックキーを押します。

バッテリーセーブ機能

電池運用の場合、運用時間を伸ばすためにバッテリーセーブ機能を設定でき
ます。
１．MODEキーを押して"bS"を表示します。
２．"bS.on"を選択しロックキーを押します。

操作音が必要な場合はONに設定して下さい。

（注）

■

■ FMラジオを聞いている時に約5秒おきにノイズが入る場合、バッ
テリーセーブ機能をOFFにしてご使用ください。

バッテリーセーブがONの時は同報系防災行政無線の監視を間欠動
作（約５秒毎）にしていますので、同報系防災行政無線の受信の立ち
上がりが遅れる場合があります。
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時計表示

監視モードで時計表示をすることができます。

１．MODEキーを押して"cL"を表示します。
２．"cL.on"を選択してロックキーを押します。

時計表示が不要な場合は"cL.oF"に設定して下さい。

電池残量警告

充電池で運用時、電池残量が低下すると残量警告のビープが一定時間毎に
鳴り、LEDが点滅を開始します。

電池残量警告が鳴り出しだら、速やかに充電をしてください。
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リセット　ー　設定を工場出荷状態に戻す

症状による確認項目

設定されている内容はすべて初期状態に戻ります。

１．一旦電源を切る。
２．ロックキーを押したまま電源を入れる
３．UP/DOWNキーで"dF.on"を選択しMODEキーを押す

（注）
リセットを実行した場合、同報系防災行政無線、緊急警報放送、緊急地震速
報を確実の受信するために、地域設定、NHK-FM局、防災行政無線の設定を
再設定してください。

修理を依頼される前に、下記の「症状による項目確認」を点検してください。
それでも回復しない場合や動作がおかしい場合、キーを押しても反応しない
場合は電池を入れ直してみてください。

故障かなと思ったら

症状 原因 処置 

電源が入らない ・電池が消耗している ・充電をして下さい 

電源が切れる ・電池が消耗している 

・オートパワーオフが設定されてい

る 

・充電をして下さい 

・オートパワーオフの設定を確認して

下さい 

受信しない 

音がでない 

・放送局の周波数が間違っている 

・電池が消耗している 

・正しく放送局を設定して下さい 

・充電をして下さい 

キーを押しても反応し

ない 

・キーロックになっている 

・キー操作音がオフになっている 

・キーロックを解除して下さい 

・キー操作音の設定を確認して下さい 
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周波数帯
防災同報無線 ---------------- 68.205～69.795 MHz (15 kHz step)
FMラジオ-------------------- 76.0～90MHz (100kHz Step)

防災信号検出方式
防災同報無線 ---------------- 指定周波数のキャリア検出
緊急地震速報 ---------------- NHK地震速報チャイム音検出
緊急警報放送---------------- ARIB標準規格BTA R-001 FSK検出

電源電圧
DC IN運用時----------------- DC 5V (microUSB）
本体電池運用 ---------------- DC 3.7V
温度範囲-------------------- 0℃～+50℃

消費電流
監視モード------------------- 約30mA (同報無線Save時）
FMラジオモード--------------- 約100mA
防災同報無線モード (待機時）--- 約60mA
オーディオ最大出力----------- 約300mW

寸法
（突起物含まず） 幅 60 × 高さ100 × 奥行き19.5 mm
本体重量 約86 g (電池含まず）

おもな仕様

一般規格
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保証規定




